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ジェイン田中宣教師は去る 4 月 25 日夜、91 歳
で主の御もとへ帰りました。1966 年アメリカ、
シアトルより来日し、先にカナダより来日して
いたフレッド田中宣教師と結婚、以来ＣＥＦで
子どもの救いのため、忠実に主に仕えました。お
祈りで支え続けてくださった皆さまに心から 
感謝申し上げます。  
 

フレッド田中挨拶 
私の妻、ジェインは私の

妻になって６０年、いつも
日本の子ども達の救いのた
めに祈り、また心を遣う 
女性でした。アメリカ人で 

あるという立場をも生かして、英会話やアメリ
カのお菓子などで子どもたちの心にも近づい
て、良い働きを続けました。しかし、晩年は病気
と闘う日々となりました。そしてついに体を動
かすこともままならなくなり、今年１月石岡市
の病院に入院しましたが 4 月 25 日午後 10 時 17
分、安らかに主の元に帰りました。91 歳でした。  
皆さまのお祈りを心から感謝いたします。 
 
 
 

 

吉川 あゆみ 
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私たちの人生には、想定外の思わぬことが起こ
ります。また私たちは問題や課題、試練等どうし
たら良いかわからない、先行きが見えないような
ことにも遭遇します。しかし、私たちは四方八方
から苦しめられても窮することはありません。 
途方に暮れても、行き詰まることはないのです。
なぜなら、私たちを見放さず、見捨てないお方が
私たちの主であられるからです。主は私たちの置
かれている状況、問題の経緯、解決や解放をすべ
て知っておられます。そしてこのお方は「すべて
疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに
来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげま
す。」（マタイ 11：28）と招いてくださるのです。
ハレルヤ。私たちは主のみもとに行き、主との 
個人的な交わり、祈りの生活に生きることが出来
るとはなんと幸いなことでしょうか。 

 
さて、今回はルカの福音書 18 章のたとえから

祈りについて 3 つのことに心を留めたいと思い
ます。 

第一は、「いつでも」ということです。私たち
は、いつでも祈れるのです。ルカの福音書 18 章
に登場するやもめは、ひっきりなしに出かけて行
きました。詩篇 121 篇 4 節に、神は「まどろむこ 

    
 

今年の世界祈祷日は 11 月 4 日（水）です。 
子どもの救いと成⻑、また CEF の働きのために 
祈りの友の皆様と世界中の CEF スタッフが 
一⻫に連鎖祈祷を行う特別な日です。チラシを
ご覧のうえ、どうぞ忘れずにお申込みください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本ＣＥＦでは、子ども伝道に重荷を持って
おられる働き人を募集しています。子どもたち
に福音を伝える働きに、共に仕えてくださる方
をお待ちしています。詳細はホームページを 
ご確認ください。下の QR コードからご覧いた
だけます。 
 
 
 
 
 

すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！    

ＣＥＦＣＥＦＣＥＦＣＥＦ世界祈祷日世界祈祷日世界祈祷日世界祈祷日    11111111 月月月月 4444 日日日日((((水水水水))))        

24242424 時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷    

QRQRQRQR コードからコードからコードからコードから、お申し込みください、お申し込みください、お申し込みください、お申し込みください    

（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献金献金献金献金（26 年 2 月-7 月）    

 2 月      447,250 
 3  月          876,945 
 4  月        580,120 
 5 月          773,385 
 6 月    3,501,000 
 7 月     718,350 
合 計     6,897,050 

収入収入収入収入（2-7 月） 支出支出支出支出（2-7 月）    

献 金         6,897050 
謝 礼           25,000 
教材売上        343,902 
 
 
 

人件費           4,739,425 
運営・管理費        2,600 ,289 
什一献金              398,975  
 

合 計         7,570,952 合 計            7,738,689 

Child Evangelism Fellowship of Japan  日本児童福音伝道協会 
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ともない。」と記されています。神は時間制限のない
方、時を支配しておられるお方です。私たちが眠れな
い夜であっても、忙しい日々の合間であっても、いつ
でも祈ることが出来るのです。また「いつでも」と
は、どのような状況にあってもということも出来ま
す。楽しい時や感謝な日にも、苦しい時や孤独を感じ
る時、悲しくて力が出ない時であっても主は私たち
を知っていてくださり、私たちの祈りに耳を傾け 
真剣に聴いてくださるのです。 

第二のことは、「失望してはいけない」ということ
です。主は私たちが失望に傾きやすい存在であるこ
とをもご存じです。サタンは私たちをなんとか失望
させようと必死になって探し回っています。彼らは、
私たちを失望させることによって主から引き離そう
と必死だからです。しかし聖書には「・・この方に 
信頼する者は決して失望させられることがない。」と
記されています。祈りとは、主に望みを置くことであ
り、主に信頼して主に重荷をおゆだねすること、お任
せすることでもあるのです。その時、「私たちの思い
通り、願い通りに・・・」ではなく、主のみこころが
なりますようにと祈る者に変えられて行きます。 
全知全能なる神は私たちを大事に大切に思っていて
くださいます。私たちは主の最善がなされることを
信じ、自分に与えられた主の御心に邁進して参りた
いと思います。神に叫び求めている者のために、主は
御業を成してくださるのです。 

第三のことは、「ましてや神は」ということです。
主は、たとえの中に、神を恐れず、人を人とも思わな
い不正な裁判官を登場させていますが、ある意味に
おいて奥義を隠しておられます。ルカの福音書 18 章
では、一人のやもめが不正な裁判官の所にひっきり
なしにやってきて、「うるさくて仕方がないから、 
彼女のために裁判をしてやることにしよう。」と記さ
れていますが、主は単なる熱心さを求めてこのたと
えを語っておられるのではありません。もちろん、い
つでも、どんなときでも祈って良いのですが。７節に
ある「ましてや神は」とは、神がいつまでも放ってお
かれることなどない。必ず、神の時にさばきを、解決
を与えてくださる。神のご計画は必ずなるというこ
とです。ですから、私たちは主が再び来られることを
心に留め、主ご自身を信頼して祈ることが大切なの
です。              （2 面に続く） 

「イエスさまのたとえから学ぶ祈り」 

働き人募集働き人募集働き人募集働き人募集

CEFCEFCEFCEF の働き人募集中の働き人募集中の働き人募集中の働き人募集中

ジェイン田中宣教師 主の御もとへ

お申し込みはこちらからお申し込みはこちらからお申し込みはこちらからお申し込みはこちらから



 
東京支部 

東京 GNC(放課後子ども会)講習会（全 5 回）は
4 月に開講し、8 月が最終回となります。「キリスト
のご生涯Ⅰ」を教材として、オープニングゲーム、
さんび、暗唱聖句、聖書レッスン、宣教教育（メリ
ー・スレッサー）、復習ゲームなど、GNC に必要な
プログラムを実演で学んでいます。また、学んでい
る皆さんが互いに励まし合う場ともなっています。 
北海道支部 

北海道 CEF では、6 月から 10 月までスーパーセ
ミナーを開催し、子どもたちの救いと成⻑のために
有益な学びとチャレンジの時となっています。北海
道で行われる講習会に、昨年から継続して学ばれる
方々に加えて、今年から新しく学ぶ方々も与えられ
感謝いたします。 
東北支部 

東北支部では、7 月 4 日から毎週土曜日に TCE
レベル 1（全 10 回）を 4 名で学んでいます。「字の
ない本」や聖書レッスンの組み立て方など、基本的
な内容をしっかり学ぶことで、子どもたちに福音を
伝える自信がついています。 
 
 
 

CEF ではクリスマス・パーティー・クラブ（CPC）
をお勧めしています。毎年セミナーでは、新しい 
視覚教材を作成し、実演をしています。セミナーで
学ばれ、CPC 開催をなさる方には無料で教材を提
供し、実施後のご報告、感想もお願いし、毎年主の
みわざに感謝しています。今年の教材「大きな喜び
の良い知らせ」では、神さまが救い主イエスさま誕
生という知らせを 3 つの場面でされたことを伝え
ます。子どもたちにも神さまが一年中良い知らせを
与えてくださることを伝えましょう。  

対面対面対面対面    
➤9/15（火） ＣＥＦ本部 10：30−12：00 
➤9/19（土） 東北支部  10：30−12：00 
➤9/29（火） 淀橋教会  10：30−12：30 
➤10/6（火）大阪 福音交友会ミッションセンター 

               10：30−12：30 
➤10/13（火） 八王子家庭集会 

               12：00−15：00 
➤10/27（火） 山口 やないグレースチャペル  

14：00−16：00 
  ➤11 月      沖縄にて開催予定 

オンラインオンラインオンラインオンライン    
➤10/16（金）ZOOM 19：30−21：00    

 

  

私たちはこの世にあっては旅人であり、寄留者です。や
がて主が用意しておられる天の御国に帰るのですか
ら、目の前のことだけに心がとらわれ、木を見て森
を見ずの信仰であってはならないのです。私たちが
思い煩いに支配されず、主に信頼し続けるためにも
高い視座から祈ることが重要ではないでしょうか。
私たちの主は、自己中心の不正な裁判官ではありま
せん。やがての日、全てのことを裁かれる真の大祭
司であられ、全てを統治される主の主、王の王であ
られるからです。私たちは主が再び来られるその日
まで、祈りという主の名を呼び求める恵みが与えら
れているのです。ですから、大いに主の名を呼び求
めようではありませんか。主は『わたしを呼べ。  
そうすれば、わたしはあなたに答え、あなたが知ら
ない理解を超えた大いなることを、あなたに告げよ
う。』（エレミヤ 33：3）と仰せられるのです。 

 （石岡シオン・キリスト教会牧師） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

今年、本部では５月の連休に５名の参加者が与え
られ、ＴＣＥレベル１の集中コースを開催いたしま
した。学生の皆さんが互いを思いやり、助け合いな
がら学び、ハードスケジュールの中、和やかで優し
さの溢れたクラスとなりました。学生の皆さまのお
証しです。来年レベル２で会えますように！ 
 
●87 才の私にはハードでしたが受講生の皆さんが

助けて下さり何とか終えられました。受講生より
も多い講師陣に主催者の熱意と良心を感じます。
懇切な個人指導に感謝いたします。これが無けれ
ば、受講を続けることはできなかったと思います。
講師の児童伝道に対する使命感とご体験は感銘深
いものでした。これに習って伝道に活かして行き
ます。有難うございました。（K.E.） 

 
●どの先生の講議も、経験から語って下さっている

から、本当に分かり易く、あっという間の講義で
した。しかも内容がずっと悩んできた子供の導き
方。ズバリその内容だったので悩みの答えのすべ
てが授業に含まれていました。先生方の優しさ、
熱心さ、親切さ、子供を思う熱い気持ちに涙、涙、
涙でした。日本中の世界中の子供たちに神様の 
救いを信仰の成⻑が豊かにありますように。皆様
のご健康も守られますように。全ての恵みに感謝
します。（M.O.） 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

不安なことが多い現代の子どもたちに、本当に
信頼できるお方を知ってほしいと願い、聖書箇所
に詩篇 91 篇を選びました。真剣にみことばを読
んだあとの分かち合いでは、5 節の「あなたは恐
れない。夜襲の恐怖も 昼に飛び来る矢も」や、
7 節の「千人があなたの傍らに、万人があなたの
右に倒れても、それはあなたには近づかない」と
いうことばが心に残ったという子どもがいまし
た。また 15 節の「彼を救い 彼に誉れを与える」
の“誉れ”について考えた子どももいました。「神
さまを信じれば神さまが守ってくれるんだなと
思った」という声があり、子どもたちがみことば
を自分のこととして受け止めてくれて感謝しま
した。 

今回は、アメリカ出身で英会話講師・ラジオ  
番組 DJ・マンホールアートのフロ
ッタージュ(写し絵) 作家のカー
ル・ギャリティさんと奥様のみな子
さんをお迎えしました。オリジナル
の英語さんびで体を動かしながら
主を賛美し、エッグハントや、カー
ルさんが得意なフリスビーなどの
ゲームを通して子どもたちはたく
さんのみことばに触れました。 

午後のフロッタージュ工作 
では、子どもたちが凹凸のあ 
る物の上に紙を置き、色鉛筆 
で軽くこすって模様を浮かび 
上がらせ、思い思いの色で楽 
しい作品を仕上げました。 

また、カールさんが「今アメリカのために祈っ
てほしいこと」を教えてくださり、その祈りの課
題をカードにして、みんなで心を合わせて祈りま
した。そして、さんびの時間にはいつものように
濱田淳子姉の指導と伴奏で、今年は子どもさんび
か 56 番「あなたがこわくなったとき」を、大人
も子どもも大きな声で賛美し、覚えて帰りまし
た。 
 

●私の教会の教会学校をどれほど神様が愛され 
子供達を沢山送って下さっているのか良く分か
りました。それなのに私は子供達に曖昧な福音、
中途半端な招きしかしてこなかった事にショッ
クを受けました。子供を救いに導くことは、  
しっかり学んで確実に福音を伝えて招きをしな
ければいけない、子供達の機会をむだにしては
いけないと心底思いました。一人の子供も失わ
れることを望んでおられない神様の愛を伝えて
いきたいです。（S.K.）  神  

 
●集中コースを受講して、大きく二つの恵みをい

ただいた。一つは、コース中たくさん証を聞け
たことだ。それぞれの救いの証や伝道の証を聞
き、神様の大きな御業を感じることができ、  
神様を賛美した。もう一つは、福音を語りたい
という思いが強められたことだ。聖書のお話を
語ったことのない私にとって、今回の学びは初
めてのことばかりで、これからに向けて本当に
大きな糧となった。人間の思いを遥かに超えた
神の計画に期待して。（M.T.） 
 

●私はこの学び会に参加して受講生の方々の子供
への熱意、（先生方も）伝道に対する気持ちが伝
わり心が励まされる思いでした。学びでは字の
ない 本が 自分 の思 って いる 以上 に、 伝道 に  
最適、聖句と本が結びつく方法を学べて良かっ
たです。きれいな本のところをもう一度よく 
復習し、忘れないようにして、また、安田先生や
高先生に会って、プラクティカムを実演できる
よう備えたいと思います。学びをさせていただ
き有難うございました。（H.N.） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救われた子どもを霊的成⻑へ導くための基礎を
学ぶクラスです。レベル 1 で子どもを救いに導き、
クラス運営を学んだ後、どのように子どもたちを
キリストの弟子として育てていくかを具体的に学
びます。受講には、TCE レベル 1 の修了証書と  
5 つの実習の完了が必要です。 
日時：２０２７年 5 月３日（月）―７日（金） 
詳しくはチラシをご覧ください。 
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東京支部 

東京 GNC(放課後子ども会)講習会（全 5 回）は
4 月に開講し、8 月が最終回となります。「キリスト
のご生涯Ⅰ」を教材として、オープニングゲーム、
さんび、暗唱聖句、聖書レッスン、宣教教育（メリ
ー・スレッサー）、復習ゲームなど、GNC に必要な
プログラムを実演で学んでいます。また、学んでい
る皆さんが互いに励まし合う場ともなっています。 
北海道支部 

北海道 CEF では、6 月から 10 月までスーパーセ
ミナーを開催し、子どもたちの救いと成⻑のために
有益な学びとチャレンジの時となっています。北海
道で行われる講習会に、昨年から継続して学ばれる
方々に加えて、今年から新しく学ぶ方々も与えられ
感謝いたします。 
東北支部 

東北支部では、7 月 4 日から毎週土曜日に TCE
レベル 1（全 10 回）を 4 名で学んでいます。「字の
ない本」や聖書レッスンの組み立て方など、基本的
な内容をしっかり学ぶことで、子どもたちに福音を
伝える自信がついています。 
 
 
 

CEF ではクリスマス・パーティー・クラブ（CPC）
をお勧めしています。毎年セミナーでは、新しい 
視覚教材を作成し、実演をしています。セミナーで
学ばれ、CPC 開催をなさる方には無料で教材を提
供し、実施後のご報告、感想もお願いし、毎年主の
みわざに感謝しています。今年の教材「大きな喜び
の良い知らせ」では、神さまが救い主イエスさま誕
生という知らせを 3 つの場面でされたことを伝え
ます。子どもたちにも神さまが一年中良い知らせを
与えてくださることを伝えましょう。  

対面対面対面対面    
➤9/15（火） ＣＥＦ本部 10：30−12：00 
➤9/19（土） 東北支部  10：30−12：00 
➤9/29（火） 淀橋教会  10：30−12：30 
➤10/6（火）大阪 福音交友会ミッションセンター 

               10：30−12：30 
➤10/13（火） 八王子家庭集会 

               12：00−15：00 
➤10/27（火） 山口 やないグレースチャペル  

14：00−16：00 
  ➤11 月      沖縄にて開催予定 

オンラインオンラインオンラインオンライン    
➤10/16（金）ZOOM 19：30−21：00    

 

  

私たちはこの世にあっては旅人であり、寄留者です。や
がて主が用意しておられる天の御国に帰るのですか
ら、目の前のことだけに心がとらわれ、木を見て森
を見ずの信仰であってはならないのです。私たちが
思い煩いに支配されず、主に信頼し続けるためにも
高い視座から祈ることが重要ではないでしょうか。
私たちの主は、自己中心の不正な裁判官ではありま
せん。やがての日、全てのことを裁かれる真の大祭
司であられ、全てを統治される主の主、王の王であ
られるからです。私たちは主が再び来られるその日
まで、祈りという主の名を呼び求める恵みが与えら
れているのです。ですから、大いに主の名を呼び求
めようではありませんか。主は『わたしを呼べ。  
そうすれば、わたしはあなたに答え、あなたが知ら
ない理解を超えた大いなることを、あなたに告げよ
う。』（エレミヤ 33：3）と仰せられるのです。 

 （石岡シオン・キリスト教会牧師） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

今年、本部では５月の連休に５名の参加者が与え
られ、ＴＣＥレベル１の集中コースを開催いたしま
した。学生の皆さんが互いを思いやり、助け合いな
がら学び、ハードスケジュールの中、和やかで優し
さの溢れたクラスとなりました。学生の皆さまのお
証しです。来年レベル２で会えますように！ 
 
●87 才の私にはハードでしたが受講生の皆さんが

助けて下さり何とか終えられました。受講生より
も多い講師陣に主催者の熱意と良心を感じます。
懇切な個人指導に感謝いたします。これが無けれ
ば、受講を続けることはできなかったと思います。
講師の児童伝道に対する使命感とご体験は感銘深
いものでした。これに習って伝道に活かして行き
ます。有難うございました。（K.E.） 

 
●どの先生の講議も、経験から語って下さっている

から、本当に分かり易く、あっという間の講義で
した。しかも内容がずっと悩んできた子供の導き
方。ズバリその内容だったので悩みの答えのすべ
てが授業に含まれていました。先生方の優しさ、
熱心さ、親切さ、子供を思う熱い気持ちに涙、涙、
涙でした。日本中の世界中の子供たちに神様の 
救いを信仰の成⻑が豊かにありますように。皆様
のご健康も守られますように。全ての恵みに感謝
します。（M.O.） 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

不安なことが多い現代の子どもたちに、本当に
信頼できるお方を知ってほしいと願い、聖書箇所
に詩篇 91 篇を選びました。真剣にみことばを読
んだあとの分かち合いでは、5 節の「あなたは恐
れない。夜襲の恐怖も 昼に飛び来る矢も」や、
7 節の「千人があなたの傍らに、万人があなたの
右に倒れても、それはあなたには近づかない」と
いうことばが心に残ったという子どもがいまし
た。また 15 節の「彼を救い 彼に誉れを与える」
の“誉れ”について考えた子どももいました。「神
さまを信じれば神さまが守ってくれるんだなと
思った」という声があり、子どもたちがみことば
を自分のこととして受け止めてくれて感謝しま
した。 

今回は、アメリカ出身で英会話講師・ラジオ  
番組 DJ・マンホールアートのフロ
ッタージュ(写し絵) 作家のカー
ル・ギャリティさんと奥様のみな子
さんをお迎えしました。オリジナル
の英語さんびで体を動かしながら
主を賛美し、エッグハントや、カー
ルさんが得意なフリスビーなどの
ゲームを通して子どもたちはたく
さんのみことばに触れました。 

午後のフロッタージュ工作 
では、子どもたちが凹凸のあ 
る物の上に紙を置き、色鉛筆 
で軽くこすって模様を浮かび 
上がらせ、思い思いの色で楽 
しい作品を仕上げました。 

また、カールさんが「今アメリカのために祈っ
てほしいこと」を教えてくださり、その祈りの課
題をカードにして、みんなで心を合わせて祈りま
した。そして、さんびの時間にはいつものように
濱田淳子姉の指導と伴奏で、今年は子どもさんび
か 56 番「あなたがこわくなったとき」を、大人
も子どもも大きな声で賛美し、覚えて帰りまし
た。 
 

●私の教会の教会学校をどれほど神様が愛され 
子供達を沢山送って下さっているのか良く分か
りました。それなのに私は子供達に曖昧な福音、
中途半端な招きしかしてこなかった事にショッ
クを受けました。子供を救いに導くことは、  
しっかり学んで確実に福音を伝えて招きをしな
ければいけない、子供達の機会をむだにしては
いけないと心底思いました。一人の子供も失わ
れることを望んでおられない神様の愛を伝えて
いきたいです。（S.K.）  神  

 
●集中コースを受講して、大きく二つの恵みをい

ただいた。一つは、コース中たくさん証を聞け
たことだ。それぞれの救いの証や伝道の証を聞
き、神様の大きな御業を感じることができ、  
神様を賛美した。もう一つは、福音を語りたい
という思いが強められたことだ。聖書のお話を
語ったことのない私にとって、今回の学びは初
めてのことばかりで、これからに向けて本当に
大きな糧となった。人間の思いを遥かに超えた
神の計画に期待して。（M.T.） 
 

●私はこの学び会に参加して受講生の方々の子供
への熱意、（先生方も）伝道に対する気持ちが伝
わり心が励まされる思いでした。学びでは字の
ない 本が 自分 の思 って いる 以上 に、 伝道 に  
最適、聖句と本が結びつく方法を学べて良かっ
たです。きれいな本のところをもう一度よく 
復習し、忘れないようにして、また、安田先生や
高先生に会って、プラクティカムを実演できる
よう備えたいと思います。学びをさせていただ
き有難うございました。（H.N.） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救われた子どもを霊的成⻑へ導くための基礎を
学ぶクラスです。レベル 1 で子どもを救いに導き、
クラス運営を学んだ後、どのように子どもたちを
キリストの弟子として育てていくかを具体的に学
びます。受講には、TCE レベル 1 の修了証書と  
5 つの実習の完了が必要です。 
日時：２０２７年 5 月３日（月）―７日（金） 
詳しくはチラシをご覧ください。 
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    会計会計会計会計報告報告報告報告    尊い献金を心から尊い献金を心から尊い献金を心から尊い献金を心から感謝感謝感謝感謝いたしますいたしますいたしますいたします        

 
 
 

 
 
 
 
 

ジェイン田中宣教師は去る 4 月 25 日夜、91 歳
で主の御もとへ帰りました。1966 年アメリカ、
シアトルより来日し、先にカナダより来日して
いたフレッド田中宣教師と結婚、以来ＣＥＦで
子どもの救いのため、忠実に主に仕えました。お
祈りで支え続けてくださった皆さまに心から 
感謝申し上げます。  
 

フレッド田中挨拶 
私の妻、ジェインは私の

妻になって６０年、いつも
日本の子ども達の救いのた
めに祈り、また心を遣う 
女性でした。アメリカ人で 

あるという立場をも生かして、英会話やアメリ
カのお菓子などで子どもたちの心にも近づい
て、良い働きを続けました。しかし、晩年は病気
と闘う日々となりました。そしてついに体を動
かすこともままならなくなり、今年１月石岡市
の病院に入院しましたが 4 月 25 日午後 10 時 17
分、安らかに主の元に帰りました。91 歳でした。  
皆さまのお祈りを心から感謝いたします。 
 
 
 

 

吉川 あゆみ 

「「「「いつでもいつでもいつでもいつでも祈祈祈祈るべきでるべきでるべきでるべきで、、、、失望失望失望失望しししし

てはいけないことをてはいけないことをてはいけないことをてはいけないことを教教教教えるえるえるえる

ためにためにためにために、、、、イエスはイエスはイエスはイエスは弟子弟子弟子弟子たちにたちにたちにたちに    

たとえをたとえをたとえをたとえを話話話話されたされたされたされた。。。。…………ましてましてましてまして神神神神はははは、、、、昼昼昼昼もももも夜夜夜夜もももも神神神神にににに    

叫叫叫叫びびびび求求求求めているめているめているめている、、、、選選選選ばれたばれたばれたばれた者者者者たちのためにさばきたちのためにさばきたちのためにさばきたちのためにさばき

をををを行行行行わないでわないでわないでわないで、、、、いつまでもいつまでもいつまでもいつまでも放放放放っておかれることがっておかれることがっておかれることがっておかれることが

あるでしょうかあるでしょうかあるでしょうかあるでしょうか。。。。あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに言言言言いますがいますがいますがいますが、、、、神神神神はははは    

彼彼彼彼らのためらのためらのためらのため、、、、速速速速やかにさばきをやかにさばきをやかにさばきをやかにさばきを行行行行ってくださいまってくださいまってくださいまってくださいま

すすすす。。。。だがだがだがだが、、、、人人人人のののの子子子子がががが来来来来るときるときるときるとき、、、、はたしてはたしてはたしてはたして地上地上地上地上にににに信仰信仰信仰信仰

がががが見見見見られるでしょうかられるでしょうかられるでしょうかられるでしょうか。。。。」」」」                        ルカルカルカルカ 18181818 章章章章１１１１、、、、7777、、、、8888 節節節節    

 

私たちの人生には、想定外の思わぬことが起こ
ります。また私たちは問題や課題、試練等どうし
たら良いかわからない、先行きが見えないような
ことにも遭遇します。しかし、私たちは四方八方
から苦しめられても窮することはありません。 
途方に暮れても、行き詰まることはないのです。
なぜなら、私たちを見放さず、見捨てないお方が
私たちの主であられるからです。主は私たちの置
かれている状況、問題の経緯、解決や解放をすべ
て知っておられます。そしてこのお方は「すべて
疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに
来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげま
す。」（マタイ 11：28）と招いてくださるのです。
ハレルヤ。私たちは主のみもとに行き、主との 
個人的な交わり、祈りの生活に生きることが出来
るとはなんと幸いなことでしょうか。 

 
さて、今回はルカの福音書 18 章のたとえから

祈りについて 3 つのことに心を留めたいと思い
ます。 

第一は、「いつでも」ということです。私たち
は、いつでも祈れるのです。ルカの福音書 18 章
に登場するやもめは、ひっきりなしに出かけて行
きました。詩篇 121 篇 4 節に、神は「まどろむこ 

    
 

今年の世界祈祷日は 11 月 4 日（水）です。 
子どもの救いと成⻑、また CEF の働きのために 
祈りの友の皆様と世界中の CEF スタッフが 
一⻫に連鎖祈祷を行う特別な日です。チラシを
ご覧のうえ、どうぞ忘れずにお申込みください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本ＣＥＦでは、子ども伝道に重荷を持って
おられる働き人を募集しています。子どもたち
に福音を伝える働きに、共に仕えてくださる方
をお待ちしています。詳細はホームページを 
ご確認ください。下の QR コードからご覧いた
だけます。 
 
 
 
 
 

すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！すべての子どもたちの救いのために祈ろう！    

ＣＥＦＣＥＦＣＥＦＣＥＦ世界祈祷日世界祈祷日世界祈祷日世界祈祷日    11111111 月月月月 4444 日日日日((((水水水水))))        

24242424 時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷時間連鎖祈祷    

QRQRQRQR コードからコードからコードからコードから、お申し込みください、お申し込みください、お申し込みください、お申し込みください    

（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）（メール、ＦＡＸ可）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献金献金献金献金（26 年 2 月-7 月）    

 2 月      447,250 
 3  月          876,945 
 4  月        580,120 
 5 月          773,385 
 6 月    3,501,000 
 7 月     718,350 
合 計     6,897,050 

収入収入収入収入（2-7 月） 支出支出支出支出（2-7 月）    

献 金         6,897050 
謝 礼           25,000 
教材売上        343,902 
 
 
 

人件費           4,739,425 
運営・管理費        2,600 ,289 
什一献金              398,975  
 

合 計         7,570,952 合 計            7,738,689 

Child Evangelism Fellowship of Japan  日本児童福音伝道協会 

No.160 2026． 秋号 

このようにこのようにこのようにこのように、、、、このこのこのこの小小小小さいさいさいさい者者者者たちのたちのたちのたちの一人一人一人一人がががが滅滅滅滅びることはびることはびることはびることは、、、、天天天天におられるあなたがたのにおられるあなたがたのにおられるあなたがたのにおられるあなたがたの父父父父のみこころではありませんのみこころではありませんのみこころではありませんのみこころではありません。。。。マタイマタイマタイマタイ 18181818：：：：14141414    

（（（（1111）））） 

ＣＥＦ（児童福音伝道協会）は、福音を聞かずにいる子どもたちをキリストに導き、霊的成長を助け、福音的教会に結び

つけるためにキリストのからだなる教会に仕える組織で、諸教会および主にある兄姉の祈りと献金により支えられ、 

奉仕しています。 

 発行日/2026 年 9月 1 日  発行/日本児童福音伝道協会 〒311-3434 茨城県小美玉市栗又四ケ 2421-6 

 No.160/2026 秋号        ℡ （0299）28-2031 Fax （0299）28-2028 振替 00160-1-59313 

                  Email japancef@cef.or.jp  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.cefjapan.com 

（（（（4444）））） ＣＥＦニュース 

ともない。」と記されています。神は時間制限のない
方、時を支配しておられるお方です。私たちが眠れな
い夜であっても、忙しい日々の合間であっても、いつ
でも祈ることが出来るのです。また「いつでも」と
は、どのような状況にあってもということも出来ま
す。楽しい時や感謝な日にも、苦しい時や孤独を感じ
る時、悲しくて力が出ない時であっても主は私たち
を知っていてくださり、私たちの祈りに耳を傾け 
真剣に聴いてくださるのです。 

第二のことは、「失望してはいけない」ということ
です。主は私たちが失望に傾きやすい存在であるこ
とをもご存じです。サタンは私たちをなんとか失望
させようと必死になって探し回っています。彼らは、
私たちを失望させることによって主から引き離そう
と必死だからです。しかし聖書には「・・この方に 
信頼する者は決して失望させられることがない。」と
記されています。祈りとは、主に望みを置くことであ
り、主に信頼して主に重荷をおゆだねすること、お任
せすることでもあるのです。その時、「私たちの思い
通り、願い通りに・・・」ではなく、主のみこころが
なりますようにと祈る者に変えられて行きます。 
全知全能なる神は私たちを大事に大切に思っていて
くださいます。私たちは主の最善がなされることを
信じ、自分に与えられた主の御心に邁進して参りた
いと思います。神に叫び求めている者のために、主は
御業を成してくださるのです。 

第三のことは、「ましてや神は」ということです。
主は、たとえの中に、神を恐れず、人を人とも思わな
い不正な裁判官を登場させていますが、ある意味に
おいて奥義を隠しておられます。ルカの福音書 18 章
では、一人のやもめが不正な裁判官の所にひっきり
なしにやってきて、「うるさくて仕方がないから、 
彼女のために裁判をしてやることにしよう。」と記さ
れていますが、主は単なる熱心さを求めてこのたと
えを語っておられるのではありません。もちろん、い
つでも、どんなときでも祈って良いのですが。７節に
ある「ましてや神は」とは、神がいつまでも放ってお
かれることなどない。必ず、神の時にさばきを、解決
を与えてくださる。神のご計画は必ずなるというこ
とです。ですから、私たちは主が再び来られることを
心に留め、主ご自身を信頼して祈ることが大切なの
です。              （2 面に続く） 

「イエスさまのたとえから学ぶ祈り」 

働き人募集働き人募集働き人募集働き人募集

CEFCEFCEFCEF の働き人募集中の働き人募集中の働き人募集中の働き人募集中

ジェイン田中宣教師 主の御もとへ

お申し込みはこちらからお申し込みはこちらからお申し込みはこちらからお申し込みはこちらから


